












要約 

超未熟児の哺育成績および長期予後は,呼吸管理を中心とする集中治療や搬送の普及によ

って,さらに改善されると考えられる。しかし,出生体重 750ｇ以下の超未熟児においては,

救命率の改善さえ容易でないと思われるが,これらについては今後の追跡調査の結果と合

せ論議すべきである。 


